
●NPOや他の企業と連携した地域貢献活動は、地域との共生と
いう点でとても大切だと強く感じました。

●社外（他社）の方とのSDGs協働はたいへん良い取り組みだと
思います。今後は知り合いも誘ってみようと思います。

●みんなで同じ網を引っ張ることで一体感を持てた。
１つのことに大勢が一緒になって取り組むことは素敵
だなと思いました。

参加者の感想より

　この活動は、車椅子で海を楽しめる「ユニバー

サルビーチ」の普及を推進する須磨ＵＢＰと、

海洋ゴミ問題に取り組むネスレ日本との共催

イベントとして2019年よりスタート。神戸製鋼は、地元神戸の企業

として交流のあったネスレ日本の紹介で昨年から参画しています。

　6月8日の世界海洋デーに合わせて開催された今回は、ＫＯＢＥ

ＬＣＯグループ従業員とその家族約70人、ネスレ日本と須磨ＵＢＰ

の参加者を合わせ約200人が須磨海岸に集合。ゴミ袋やゴミ拾い

用トングを手に、およそ800mの範囲を清掃すると40分ほどで

約30kgのゴミが集まりました。

　神戸製鋼は受付に

「フードドライブ」の

窓口も設置。フード

ドライブとは、家庭

で余っている食品や

日用品を回収し、それ

らを必要としている地域の福祉施設や子ども食堂などに寄付

する活動のことで、食品廃棄時に発生するCO2の削減にもつな

がる取り組みとして注目されています。「未開封」「賞味期限１カ月

以上」などの条件であらかじめ案内を受けていた参加者から、

レトルト食品や調味料といった提供品が多く持ち寄られました。

　また、清掃の後には地元漁師の方々の協力で地引き網イベント

も行われ、子どもから大人まで楽しみました。

神戸・須磨海岸で清掃ボランティア
６月8日、神戸製鋼は、ネスレ日本（株）、NPO法人須磨ユニバーサルプロジェクト（須磨UBP）と共同企画した、

須磨海岸清掃活動「One Action Beach Clean」を実施しました。

One Action Beach Clean 2024

フードドライブで
集まった提供品の一部

参加したほとんどの子どもが地引き網初挑戦。
全員で力を合わせて引き上げた

前回（2023年11月）を
上回る量の
ゴミが集まった砂浜に

ビーチマットを敷いて
車椅子での移動を

サポート

網にかかった魚を
観察しながら

漁師による解説も
行われた
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勝川社長から賞状を受け取る、金賞の機械事業部門技
術本部回転機・機器技術部スクリュ室の池上祥治参事

銀賞のシンフォニアテクノロジー・開発本部メディカルエンジニアリングセンターの河村博年
センター長による事績紹介

KOBELCOグループ各社から寄せられた、さまざまな情報をお伝えするページです

グループ情報パレット

勝川社長は祝辞の中で「いずれの事
績も両社の成長に大いに貢献するも
のであり、非常に頼もしく感じました。皆
様にはこれからも職場の先頭に立ち、
当社グループがお客様や社会にとって
かけがえのない存在となるべく、大いに
活躍していただきたい」と述べられた

「第65回田宮賞授賞式」を開催KOBELCOグループ

４月16日に「第65回田宮賞授賞式」が、神戸製鋼・神戸本社で開催さ
れました。同賞は、神戸製鋼第５代社長・田宮嘉右衛門の遺徳と事績を
永く記念するため1960年に創設されました。以来65年にわたり、会社の
業績や社会に大きく貢献した技術・製品・活動について毎年表彰してき
た名誉ある賞です。選考にあたって、審査委員会で検討を重ねた結果、
金賞1件と銀賞1件が決まりました（表参照）。
今回金賞に輝いた神戸製鋼・機械事業部門は、安定的なLNG大量

輸送の一翼を担うことにより、エネルギートランジション※・環境課題解決
に貢献したことが評価されました。また、シンフォニアテクノロジーは、再
生医療分野という過去に経験のない分野で、新規事業を立ち上げた
挑戦的な取り組みであることが認められ、銀賞に選ばれました。

授賞式に続いて懇親会も行われ、勝川四志彦社長、審査委員、受
賞者など24人が出席しました。

※既存のエネルギーシステムから異なるエネルギーシステムへの移行。

神戸製鋼・機械事業部門

テーマ：LNG船用圧縮機事業体制の確立
金 賞

シンフォニアテクノロジー

テーマ：工程モニタリングによる品質管理を世界で初めて
　　　 実現した閉鎖系自動細胞培養装置の開発

銀 賞
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